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なんぶ議会だより　第 65号 ２なんぶ議会だより　第 65号３

委員会構成を紹介します

新委員会構成

新
本会議場の議席配列で構成しています

監 査 委 員

細　田　元　教
景　山　　　浩
板　井　　　隆
白　川　立　真
加　藤　　　学

景　山　　　浩
真　壁　容　子
細　田　元　教
荊　尾　芳　之

景　山　　　浩 細　田　元　教

南部町・伯耆町
清掃施設管理組合議会

南 部 箕 蚊 屋
広域連合議会

西部広域行政
管理組合議会

後期高齢者医療
広域連合議会

【常任委員会（任期2年）】
○予算決算常任委員会（定数 14人）
○総務経済常任委員会（定数   7人）  
○民生教育常任委員会（定数   7人） 
○広 報 常 任 委 員 会（定数   8人） 

【その他委員名簿】

議 長・副 議 長【任期4年】
議会運営委員会（定数 6人）
     　　　　　 【任期2年】

◎ 委員長　○ 副委員長

⑥ 長束博信
ひろのぶながつか むつおよねざわ かつみたきやま かたらおよしゆき まなぶかとう さこだ みつお

○総務経済
予算決算
広報

⑤ 米澤睦雄

　民生教育
　予算決算
　広報　　　

④ 滝山克己

　議会運営
◎総務経済
　予算決算

③ 荊尾芳之

　議会運営
◎民生教育
　予算決算
○広報

② 加藤　学

　議会運営
　総務経済
　予算決算
◎広報　　

① 﨏田光雄

○総務経済
予算決算
広報　　

総務経済
予算決算

副議長民生教育
予算決算 民生教育

予算決算
広報

◎予算決算
○議会運営
　総務経済
　

◎議会運営
　民生教育
　予算決算

○民生教育
予算決算
広報

⑫ 亀尾共三
かめおきょうぞう もとのりほそだ たかしいたい なかだ しろう よしふみみかも しらかわたつみ

⑪ 細田元教 ⑩ 板井　隆 ⑨ 仲田司朗 ⑧ 三鴨義文  ⑦ 白川立真

ひろしかげやま ようこまかべ

⑭ 景山　浩

議　長
総務経済
予算決算

⑬ 真壁容子

議会運営
民生教育
予算決算

○印は議席番号

　
こ
の
た
び
、
第
６
代
南
部
町
議
会

議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
景
山
浩

で
ご
ざ
い
ま
す
。
議
長
と
し
て
の
責

任
と
南
部
町
行
政
そ
し
て
議
会
に
求

め
ら
れ
て
い
る
解
決
す
べ
き
課
題
の

多
種
多
様
さ
に
、
改
め
て
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
去
る
10
月
に
執
行
さ
れ
ま
し
た
南

部
町
議
会
議
員
選
挙
は
当
町
始
ま
っ

て
以
来
初
と
な
る
無
投
票
と
い
う
結

果
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
我
々
議
員

に
対
す
る
町
民
皆
様
の
期
待
や
信
頼

は
ど
う
で
あ
っ
た
か
、
私
た
ち
と
一

緒
に
な
っ
て
町
政
に
住
民
の
声
を
反

映
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
た

だ
け
る
よ
う
な
議
会
行
動
を
は
た
し

て
と
れ
て
い
た
の
か
等
々
、
多
く
の

こ
と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
結
果
と
な

り
ま
し
た
。

　
今
、
時
代
は
大
き
な
変
革
期
を
迎

え
て
い
ま
す
。
10
年
後
、
20
年
後
に

後
悔
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
皆
様

方
の
意
見
を
よ
り
取
り
入
れ
た
議
会

運
営
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
町

民
皆
様
の
な
お
一
層
の
ご
支
援
、
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

景山　　浩
議　長

議
長
挨
拶

　
こ
の
た
び
、
副
議
長
を
務
め
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
板
井
隆
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　
誠
に
光
栄
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ

の
職
責
の
重
さ
を
深
く
感
じ
、
改
め
て

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　
南
部
町
が
誕
生
し
16
年
、
人
口
減

少
・
少
子
高
齢
化
の
進
行
と
気
候
変

動
に
伴
う
自
然
災
害
の
激
甚
化
、
さ

ら
に
人
々
の
働
き
方
・
子
供
た
ち
の

教
育
環
境
・
く
ら
し
を
変
え
て
し

ま
っ
た
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
発
生
な

ど
、
年
々
変
化
す
る
社
会
環
境
の
中

で
議
会
の
果
た
す
べ
き
役
割
は
一
層

重
要
で
あ
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
私
は
議
会
の
役
割
を
行
政
の
監

視
、
町
民
と
の
パ
イ
プ
役
、
政
策
提

言
の
三
つ
と
考
え
、
ど
の
よ
う
な
課

題
に
対
し
て
も
「
誠
心
誠
意
」
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
副
議
長
と
し
て
議
長
を
支
え
な
が

ら
、
全
議
員
が
一
丸
と
な
っ
て
町
民

皆
様
の
負
託
に
応
え
、
町
政
の
一
層

の
発
展
に
力
を
尽
く
す
所
存
で
す
。

　
町
民
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

板井　　隆
副議長

副
議
長
挨
拶

広報　

任期満了に伴う議会選挙で、新議員の顔ぶれが決まりま
した。10月29日に開催された初臨時議会において、議長
をはじめ委員会構成が決まりました。



なんぶ議会だより　第 65号 ２なんぶ議会だより　第 65号３

委員会構成を紹介します

新委員会構成

新
本会議場の議席配列で構成しています

監 査 委 員

細　田　元　教
景　山　　　浩
板　井　　　隆
白　川　立　真
加　藤　　　学

景　山　　　浩
真　壁　容　子
細　田　元　教
荊　尾　芳　之

景　山　　　浩 細　田　元　教

南部町・伯耆町
清掃施設管理組合議会

南 部 箕 蚊 屋
広域連合議会

西部広域行政
管理組合議会

後期高齢者医療
広域連合議会

【常任委員会（任期2年）】
○予算決算常任委員会（定数 14人）
○総務経済常任委員会（定数   7人）  
○民生教育常任委員会（定数   7人） 
○広 報 常 任 委 員 会（定数   8人） 

【その他委員名簿】

議 長・副 議 長【任期4年】
議会運営委員会（定数 6人）
     　　　　　 【任期2年】

◎ 委員長　○ 副委員長

⑥ 長束博信
ひろのぶながつか むつおよねざわ かつみたきやま かたらおよしゆき まなぶかとう さこだ みつお

○総務経済
予算決算
広報

⑤ 米澤睦雄

　民生教育
　予算決算
　広報　　　

④ 滝山克己

　議会運営
◎総務経済
　予算決算

③ 荊尾芳之

　議会運営
◎民生教育
　予算決算
○広報

② 加藤　学

　議会運営
　総務経済
　予算決算
◎広報　　

① 﨏田光雄

○総務経済
予算決算
広報　　

総務経済
予算決算

副議長民生教育
予算決算 民生教育

予算決算
広報

◎予算決算
○議会運営
　総務経済
　

◎議会運営
　民生教育
　予算決算

○民生教育
予算決算
広報

⑫ 亀尾共三
かめおきょうぞう もとのりほそだ たかしいたい なかだ しろう よしふみみかも しらかわたつみ

⑪ 細田元教 ⑩ 板井　隆 ⑨ 仲田司朗 ⑧ 三鴨義文  ⑦ 白川立真

ひろしかげやま ようこまかべ

⑭ 景山　浩

議　長
総務経済
予算決算

⑬ 真壁容子

議会運営
民生教育
予算決算

○印は議席番号

　
こ
の
た
び
、
第
６
代
南
部
町
議
会

議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
景
山
浩

で
ご
ざ
い
ま
す
。
議
長
と
し
て
の
責

任
と
南
部
町
行
政
そ
し
て
議
会
に
求

め
ら
れ
て
い
る
解
決
す
べ
き
課
題
の

多
種
多
様
さ
に
、
改
め
て
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
去
る
10
月
に
執
行
さ
れ
ま
し
た
南

部
町
議
会
議
員
選
挙
は
当
町
始
ま
っ

て
以
来
初
と
な
る
無
投
票
と
い
う
結

果
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
我
々
議
員

に
対
す
る
町
民
皆
様
の
期
待
や
信
頼

は
ど
う
で
あ
っ
た
か
、
私
た
ち
と
一

緒
に
な
っ
て
町
政
に
住
民
の
声
を
反

映
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
た

だ
け
る
よ
う
な
議
会
行
動
を
は
た
し

て
と
れ
て
い
た
の
か
等
々
、
多
く
の

こ
と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
結
果
と
な

り
ま
し
た
。

　
今
、
時
代
は
大
き
な
変
革
期
を
迎

え
て
い
ま
す
。
10
年
後
、
20
年
後
に

後
悔
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
皆
様

方
の
意
見
を
よ
り
取
り
入
れ
た
議
会

運
営
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
町

民
皆
様
の
な
お
一
層
の
ご
支
援
、
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

景山　　浩
議　長

議
長
挨
拶

　
こ
の
た
び
、
副
議
長
を
務
め
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
板
井
隆
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　
誠
に
光
栄
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ

の
職
責
の
重
さ
を
深
く
感
じ
、
改
め
て

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　
南
部
町
が
誕
生
し
16
年
、
人
口
減

少
・
少
子
高
齢
化
の
進
行
と
気
候
変

動
に
伴
う
自
然
災
害
の
激
甚
化
、
さ

ら
に
人
々
の
働
き
方
・
子
供
た
ち
の

教
育
環
境
・
く
ら
し
を
変
え
て
し

ま
っ
た
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
発
生
な

ど
、
年
々
変
化
す
る
社
会
環
境
の
中

で
議
会
の
果
た
す
べ
き
役
割
は
一
層

重
要
で
あ
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
私
は
議
会
の
役
割
を
行
政
の
監

視
、
町
民
と
の
パ
イ
プ
役
、
政
策
提

言
の
三
つ
と
考
え
、
ど
の
よ
う
な
課

題
に
対
し
て
も
「
誠
心
誠
意
」
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
副
議
長
と
し
て
議
長
を
支
え
な
が

ら
、
全
議
員
が
一
丸
と
な
っ
て
町
民

皆
様
の
負
託
に
応
え
、
町
政
の
一
層

の
発
展
に
力
を
尽
く
す
所
存
で
す
。

　
町
民
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

板井　　隆
副議長

副
議
長
挨
拶

広報　

任期満了に伴う議会選挙で、新議員の顔ぶれが決まりま
した。10月29日に開催された初臨時議会において、議長
をはじめ委員会構成が決まりました。



一般会計 10人賛成 ３人反対令和元年度
決　算

９月定例議会報告

令和元年度一般会計決算の認定結果（〇賛成 ×反対）

　令和２年度南部町９月定例議会は９月３日から18日までの会期で行われまし
た。令和元年度一般会計・特別会計の決算をはじめ、令和２年度一般会計・特
別会計の補正予算、条例の一部改正などが審議され全て認定、可決されまし
た。

9月定例議会

で認定
歳入  70億5,452万円 議会費

8,307万円
（1.2%）

総務費
13億7,035万円
（20.4%）

民生費
20億9,444万円
（31.2%）

民生費
20億9,444万円
（31.2%）

衛生費
８億1,111万円
（12.1%）

農林水産業費
４億5,839万円
（6.8%）商工費

2,647万円
（0.4%）

土木費
3億2,887万円
（4.9%）

土木費
3億2,887万円
（4.9%）

消防費
4,740万円
（0.7%） 教育費

5億53万円
（7.5%）

教育費
5億53万円
（7.5%）

災害復旧費
２億9,712万円
（4.4%） 公債費

６億9,361万円
（10.4%）

公債費
６億9,361万円
（10.4%）

歳入

歳出
（目的別）

（前年対比５億1,517万円減）

歳出  67億1,136万円
（前年対比６億9,643万円増）

●がんばれふるさと寄付金事業
●移住・定住促進対策事業
●まちづくり会社支援事業
●ＪＯＣＡ連携事業
●プレミアム付商品券発行事業
●複合施設整備事業
●塵芥処理事業
●新農業人研修支援事業
●災害対策事業
●三世代同居支援事業

……………２,７８５万円
……………………９９４万円
…………………２,２８９万円

…………………………３,０７１万円
……………２,４５９万円

…………………………６,９７０万円
…………………………１億１,３２０万円

………………………６２５万円
…………………………………８９７万円

…………………………５４０万円

主な事業

プレミアム付商品券発行事業プレミアム付商品券発行事業 複合施設整備事業（10月現在）複合施設整備事業（10月現在）

　令和元年度南部町一般会計の決算額は歳入７０億５,４５２万円、歳出６７億１,１３５万円
で、この収支から翌年へ繰り越すべき財源を差し引いた実質収支は２億３９１万円の黒字と
なった。

分担金及び負担金
1億70万円
（1.4%） 繰越金

1億6,191万円
（2.3%）
諸収入

1億1,226万円
（1.6%）

繰入金
3億5,391万円
（5.0%）

繰入金
3億5,391万円
（5.0%）

使用料及び手数
料、財産収入、

寄付金
1億4,425万円
（2.1%）

地方交付税
32億7,805万円
（46.5%）

国庫支出金
6億759万円
（8.6%）

国庫支出金
6億759万円
（8.6%）

県支出金
6億7,602万円
（9.6%）

県支出金
6億7,602万円
（9.6%）

町債
3億4,810万円
（4.9%）

地方消費税等各種交付金
2億6,881万円
（3.8%）

町税
10億292万円
（14.2%）討

論

真壁亀尾井田細田景山板井仲田三鴨白川長束滝山荊尾加藤

××

○○○○○○○○○○

×

令和元年度一般会計歳入歳出の認定
発議名／議員名（議席番号順）

反対 生涯活躍のまち推進プロジェクトは
南部町でほとんど成果が上がってい

ない。
ＪＯＣＡ関連事業では法勝寺高校跡地の売却の
際に、もともとあった建物の補償を売却先は
行っていない。
温泉掘削に５,０００万円補助したが当初の計
画は頓挫している。
２万円で２万５千円の商品が購入出来るプレミ
アム商品券は低所得者と子育て世代が対象だっ
た。しかし、２万円の原資がなければ購入が出
来ない。５千円を直接渡す方がよかった。

賛成 大概の事業が継続事業であり、執行
率も良い。

法勝寺高校跡地利用については当初の計画とは
大幅に変更になっているが障がい者のグループ
ホームを運営するという事でJOCAは地域づく
りの拠点となってくる。
プレミアム商品券は２万円準備するのは大変だ
が、町内の商店や企業は活性化している。

なんぶ議会だより　第 65号 4なんぶ議会だより　第 65号5

新農業人研修支援事業新農業人研修支援事業

塵芥処理事業塵芥処理事業



一般会計 10人賛成 ３人反対令和元年度
決　算

９月定例議会報告

令和元年度一般会計決算の認定結果（〇賛成 ×反対）

　令和２年度南部町９月定例議会は９月３日から18日までの会期で行われまし
た。令和元年度一般会計・特別会計の決算をはじめ、令和２年度一般会計・特
別会計の補正予算、条例の一部改正などが審議され全て認定、可決されまし
た。

9月定例議会

で認定
歳入  70億5,452万円 議会費

8,307万円
（1.2%）

総務費
13億7,035万円
（20.4%）

民生費
20億9,444万円
（31.2%）

民生費
20億9,444万円
（31.2%）

衛生費
８億1,111万円
（12.1%）

農林水産業費
４億5,839万円
（6.8%）商工費

2,647万円
（0.4%）

土木費
3億2,887万円
（4.9%）

土木費
3億2,887万円
（4.9%）

消防費
4,740万円
（0.7%） 教育費

5億53万円
（7.5%）

教育費
5億53万円
（7.5%）

災害復旧費
２億9,712万円
（4.4%） 公債費

６億9,361万円
（10.4%）

公債費
６億9,361万円
（10.4%）

歳入

歳出
（目的別）

（前年対比５億1,517万円減）

歳出  67億1,136万円
（前年対比６億9,643万円増）

●がんばれふるさと寄付金事業
●移住・定住促進対策事業
●まちづくり会社支援事業
●ＪＯＣＡ連携事業
●プレミアム付商品券発行事業
●複合施設整備事業
●塵芥処理事業
●新農業人研修支援事業
●災害対策事業
●三世代同居支援事業

……………２,７８５万円
……………………９９４万円
…………………２,２８９万円

…………………………３,０７１万円
……………２,４５９万円

…………………………６,９７０万円
…………………………１億１,３２０万円

………………………６２５万円
…………………………………８９７万円

…………………………５４０万円

主な事業

プレミアム付商品券発行事業プレミアム付商品券発行事業 複合施設整備事業（10月現在）複合施設整備事業（10月現在）

　令和元年度南部町一般会計の決算額は歳入７０億５,４５２万円、歳出６７億１,１３５万円
で、この収支から翌年へ繰り越すべき財源を差し引いた実質収支は２億３９１万円の黒字と
なった。

分担金及び負担金
1億70万円
（1.4%） 繰越金

1億6,191万円
（2.3%）
諸収入

1億1,226万円
（1.6%）

繰入金
3億5,391万円
（5.0%）

繰入金
3億5,391万円
（5.0%）

使用料及び手数
料、財産収入、

寄付金
1億4,425万円
（2.1%）

地方交付税
32億7,805万円
（46.5%）

国庫支出金
6億759万円
（8.6%）

国庫支出金
6億759万円
（8.6%）

県支出金
6億7,602万円
（9.6%）

県支出金
6億7,602万円
（9.6%）

町債
3億4,810万円
（4.9%）

地方消費税等各種交付金
2億6,881万円
（3.8%）

町税
10億292万円
（14.2%）討

論

真壁亀尾井田細田景山板井仲田三鴨白川長束滝山荊尾加藤

××

○○○○○○○○○○

×

令和元年度一般会計歳入歳出の認定
発議名／議員名（議席番号順）

反対 生涯活躍のまち推進プロジェクトは
南部町でほとんど成果が上がってい

ない。
ＪＯＣＡ関連事業では法勝寺高校跡地の売却の
際に、もともとあった建物の補償を売却先は
行っていない。
温泉掘削に５,０００万円補助したが当初の計
画は頓挫している。
２万円で２万５千円の商品が購入出来るプレミ
アム商品券は低所得者と子育て世代が対象だっ
た。しかし、２万円の原資がなければ購入が出
来ない。５千円を直接渡す方がよかった。

賛成 大概の事業が継続事業であり、執行
率も良い。

法勝寺高校跡地利用については当初の計画とは
大幅に変更になっているが障がい者のグループ
ホームを運営するという事でJOCAは地域づく
りの拠点となってくる。
プレミアム商品券は２万円準備するのは大変だ
が、町内の商店や企業は活性化している。

なんぶ議会だより　第 65号 4なんぶ議会だより　第 65号5

新農業人研修支援事業新農業人研修支援事業

塵芥処理事業塵芥処理事業



７ なんぶ議会だより　第 65号 ６なんぶ議会だより　第 65号

９月定例議会報告　発議・決議 ９月定例議会報告・条例案と補正予算案・発議

令和２年度一般会計補正予算

討
論

真壁亀尾井田細田景山板井仲田三鴨白川長束滝山荊尾加藤

××

○○○○○○○○○○

×

賛否
発議名／議員名（議席番号順）

反対 民間活力による地域課題解決事業、クラ
ウドファンディング支援事業、キャッ

シュレス事業者手数料支援事業などコロナ対策の費用
を充てるのが適正と思えない。バンガロー管理事業は
説明が不十分。

賛成 光ファイバー事業は国からの補助があり
町の負担が非常に少ない。その他もアフ

ターコロナを見据え地域再生に必要な事業。
バンガロー管理事業は今後の緑水園の全体的な計画を
立てると説明があった。

補正予算案の審査結果

南部町手数料徴収条例の一部改正
条例案の審査結果

〇マイナンバー通知カードの再交付手数料の項を削除する

新型コロナウィルス感染症の影響に
伴う地方財政の急激な変化に対して
地方財源の確保を求める意見書
〇新型コロナウィルス感染症拡大に伴い地方自治体の財政が急激に逼迫することが予想される。
　国に対して対応を求める意見書。

全会一致で可決

全会一致で可決し
意見書を提出

国の責任による｢20人学級｣を展望
した少人数学級の前進を求める意見書

国民健康保険事業特別会計補正予算
全会一致
で可決

賛成
多数で
可決

太陽光発電事業特別会計補正予算
病院事業会計補正予算

町国民健康保険税の据置を含む検討
を求める決議
討
論

真壁亀尾井田細田景山板井仲田三鴨白川長束滝山荊尾加藤
○○

××××××××××

○賛否
発議名／議員名（議席番号順）

反対 次回の国保運営協議会で税率を検討する
べき問題であり、医療費が下がるかどう

かは不明である。

賛成 住民の声は値上げに反対。

決議案の審査結果

発議案の審査結果

賛成少数で不採択

賛成少数で不採択

鳥取県西部行政広域管理組合一般廃棄物
処理施設整備基本構想の｢広域化｣実施
可否の決定時期の延期を求める決議

討
論

真壁亀尾井田細田景山板井仲田三鴨白川長束滝山荊尾加藤
○○

××××××××××

○賛否
発議名／議員名（議席番号順）

反対 西部広域行政管理組合議会において広域化
計画は既に採択されている。また、各市町

村議会に説明してあり、それに向かって進んでいる。鳥
取県東部で16年もかかったのなら、早く決定をして、
構想段階ではなく実施計画の段階で検討をするべき。

賛成 鳥取県東部では建設場所が決まってから
入札に至るまでに16年近くかかった。鳥

取県西部でも同じことが起こる可能性がある。決定時
期を延期するべき。

賛成少数で不採択

水道料金を値上げ前に戻す決議

討
論

真壁亀尾井田細田景山板井仲田三鴨白川長束滝山荊尾加藤
○○

××××××××××

○賛否
発議名／議員名（議席番号順）

反対 現在、上水道経営は赤字であり、漏水対
策も急がれる。現行の料金水準が南部町

の水道を守り、維持していくためにも必要。

賛成 水道は公共施設の中でも特に必要不可欠
なものであり、一般財源から繰入するの

が当然であり、値上げするべきでない。

賛成少数で不採択

討
論

真壁亀尾井田細田景山板井仲田三鴨白川長束滝山荊尾加藤
○○

××××××××××

○賛否
発議名／議員名（議席番号順）

反対 国が20人学級を認めた場合21人の学年
は10人と11人のクラスが出来てしま

う。10人の学級ではあまりにも少なすぎる。
教職員の不足が発生する可能性がある。

賛成 コロナ禍の中で３密を避けるには物理的
にはこの方法しかない。

●分散勤務等業務継続事業
●地方バス対策事業
●まちづくり会社支援事業
●民間活力による地域課題解決モデル事業
●光ファイバー整備事業
●起業促進奨励事業
●バンガロー管理事業
●クラウドファンディング支援事業
●キャッシュレス事業者手数料補填事業

……………………………４６１万円（増額）
……………………………………４０７万円（増額）

…………………………１,５００万円（増額）
……………９９万円（増額）

………………………８億７,１４４万円（増額）
……………………………………１５０万円（増額）
………………………………１,４８０万円（増額）

……………………９０万円（増額）
……………７２０万円（増額）



７ なんぶ議会だより　第 65号 ６なんぶ議会だより　第 65号

９月定例議会報告　発議・決議 ９月定例議会報告・条例案と補正予算案・発議

令和２年度一般会計補正予算

討
論

真壁亀尾井田細田景山板井仲田三鴨白川長束滝山荊尾加藤

××

○○○○○○○○○○

×

賛否
発議名／議員名（議席番号順）

反対 民間活力による地域課題解決事業、クラ
ウドファンディング支援事業、キャッ

シュレス事業者手数料支援事業などコロナ対策の費用
を充てるのが適正と思えない。バンガロー管理事業は
説明が不十分。

賛成 光ファイバー事業は国からの補助があり
町の負担が非常に少ない。その他もアフ

ターコロナを見据え地域再生に必要な事業。
バンガロー管理事業は今後の緑水園の全体的な計画を
立てると説明があった。

補正予算案の審査結果

南部町手数料徴収条例の一部改正
条例案の審査結果

〇マイナンバー通知カードの再交付手数料の項を削除する

新型コロナウィルス感染症の影響に
伴う地方財政の急激な変化に対して
地方財源の確保を求める意見書
〇新型コロナウィルス感染症拡大に伴い地方自治体の財政が急激に逼迫することが予想される。
　国に対して対応を求める意見書。

全会一致で可決

全会一致で可決し
意見書を提出

国の責任による｢20人学級｣を展望
した少人数学級の前進を求める意見書

国民健康保険事業特別会計補正予算
全会一致
で可決

賛成
多数で
可決

太陽光発電事業特別会計補正予算
病院事業会計補正予算

町国民健康保険税の据置を含む検討
を求める決議
討
論

真壁亀尾井田細田景山板井仲田三鴨白川長束滝山荊尾加藤
○○

××××××××××

○賛否
発議名／議員名（議席番号順）

反対 次回の国保運営協議会で税率を検討する
べき問題であり、医療費が下がるかどう

かは不明である。

賛成 住民の声は値上げに反対。

決議案の審査結果

発議案の審査結果

賛成少数で不採択

賛成少数で不採択

鳥取県西部行政広域管理組合一般廃棄物
処理施設整備基本構想の｢広域化｣実施
可否の決定時期の延期を求める決議

討
論

真壁亀尾井田細田景山板井仲田三鴨白川長束滝山荊尾加藤
○○

××××××××××

○賛否
発議名／議員名（議席番号順）

反対 西部広域行政管理組合議会において広域化
計画は既に採択されている。また、各市町

村議会に説明してあり、それに向かって進んでいる。鳥
取県東部で16年もかかったのなら、早く決定をして、
構想段階ではなく実施計画の段階で検討をするべき。

賛成 鳥取県東部では建設場所が決まってから
入札に至るまでに16年近くかかった。鳥

取県西部でも同じことが起こる可能性がある。決定時
期を延期するべき。

賛成少数で不採択

水道料金を値上げ前に戻す決議

討
論

真壁亀尾井田細田景山板井仲田三鴨白川長束滝山荊尾加藤
○○

××××××××××

○賛否
発議名／議員名（議席番号順）

反対 現在、上水道経営は赤字であり、漏水対
策も急がれる。現行の料金水準が南部町

の水道を守り、維持していくためにも必要。

賛成 水道は公共施設の中でも特に必要不可欠
なものであり、一般財源から繰入するの

が当然であり、値上げするべきでない。

賛成少数で不採択

討
論

真壁亀尾井田細田景山板井仲田三鴨白川長束滝山荊尾加藤
○○

××××××××××

○賛否
発議名／議員名（議席番号順）

反対 国が20人学級を認めた場合21人の学年
は10人と11人のクラスが出来てしま

う。10人の学級ではあまりにも少なすぎる。
教職員の不足が発生する可能性がある。

賛成 コロナ禍の中で３密を避けるには物理的
にはこの方法しかない。

●分散勤務等業務継続事業
●地方バス対策事業
●まちづくり会社支援事業
●民間活力による地域課題解決モデル事業
●光ファイバー整備事業
●起業促進奨励事業
●バンガロー管理事業
●クラウドファンディング支援事業
●キャッシュレス事業者手数料補填事業

……………………………４６１万円（増額）
……………………………………４０７万円（増額）

…………………………１,５００万円（増額）
……………９９万円（増額）

………………………８億７,１４４万円（増額）
……………………………………１５０万円（増額）
………………………………１,４８０万円（増額）

……………………９０万円（増額）
……………７２０万円（増額）



なんぶ議会だより　第 65号９ なんぶ議会だより　第 65号 ８

一般質問 一般質問ダイジェスト
あ
な
た
の
声
を

町
政
に
問
う
！

【質問の通告】
一般質問は、議題と関係なく
行財政全般にわたる議員主導
による政策論議で、通告制で
行っている。

【一般質問の時間】
定例議会において行われ、南
部町は議員からの質問時間は
30分と定めている。
町民皆様の声を町政に問います。

黄
色
い
ふ
れ
あ
い
バ
ス
の
運

行
は
、
令
和
３
年
度
か
ら
日

ノ
丸
自
動
車
が
継
続
で
き
な
い
こ
と

に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
公
共
交
通
の

見
直
し
、
検
討
が
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
新
し
い
方
式
に
つ
い

て
、
町
の
基
本
的
な
考
え
方
を
問
う
。

①
現
状
で
の
運
行
方
法
で
は
何
が
問

題
で
継
続
で
き
な
い
の
か
。
ど
の
よ

う
な
課
題
が
あ
る
の
か
。

②
と
っ
と
り
花
回
廊
の
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
は
利
用
で
き
な
い
か
。

③
将
来
の
公
共
交
通
の
あ
る
べ
き
姿

を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

①
現
在
の
受
託
者
（
日
ノ
丸

自
動
車
）
か
ら
は
運
転
手
の

確
保
が
困
難
と
聞
い
て
い
る
。
現
在

の
運
行
方
式
は
定
時
定
路
線
と
い
う

方
式
で
、
決
ま
っ
た
時
間
に
決
ま
っ

た
場
所
で
乗
車
で
き
る
利
点
は
あ
る

が
、
逆
に
乗
車
時
間
が
長
い
と
い
う

デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
ま
た
、
車
両

が
大
き
い
た
め
集
落
の
狭
い
道
に
進

入
で
き
な
い
と
い
う
運
行
継
続
上
の

課
題
が
あ
る
。

②
既
存
の
バ
ス
路
線
（
御
内
谷
線
）
と

競
合
し
て
お
り
、
減
便
や
廃
止
に
な

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
ま
た
、
花

回
廊
を
運
営
す
る
観
光
事
業
団
は
運

送
事
業
の
資
格
は
取
ら
な
い
と
の
事

か
ら
現
在
の
運
行
に
な
っ
て
い
る
。

③
現
状
の
課
題
解
消
の
た
め
、
車
体

の
リ
ー
ス
等
に
よ
り
、
高
い
利
便

性
、
コ
ス
ト
面
、
交
通
弱
者
へ
の
配

慮
を
兼
ね
備
え
た
ド
ア
・
ツ
ー
・
ド

ア
に
近
い
南
部
町
独
自
の
シ
ス
テ
ム

を
構
築
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

三
鴨

町
長 公

共
交
通

三
鴨
義
文 

議
員

Ｑ
将
来
の
公
共
交
通
を
ど
う
し
て
い
く
か

Ａ
ド
ア･

ツ
ー
・
ド
ア
に
近
い
南
部
町
独
自
の
シ
ス
テ
ム
を

町
長

学校教育がめざすもの
期日前投票所の運営
公共交通検討事業
人口減少の対策
鳥取県下での大規模風力発電計画
魅力あるまちづくり
コロナ禍の農業対策
水道料金
一般廃棄物処理施設整備基本構想
町民の暮らし支援の新型コロナウイルス対策
教育支援対策
西伯病院の経営状況
地域防災
人口減少
農業
国保税の引き上げ撤回
一般廃棄物処理施設整備基本構想案の経済性、環境性を問い、広域化可否の判断の延期
ウィズコロナ下での町政の運営方針
町政　一期４年の総括
新型コロナウィルス
光ファイバー

質　問　事　項
１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

１
1
2
１
2
１
１
2
３
１
２
１
２
１
２
１
２
１
１
2
3

20

30

30

30

30

30

30

15

30

30

30

議 員 名 発言時間
白川  立真

三鴨  義文

荊尾  芳之

板井  　隆

加藤  　学

亀尾  共三

仲田  司朗

滝山  克己

真壁  容子

景山  　浩

細田  元教

学
校
教
育
が
め
ざ
す
も
の

白
川
立
真 

議
員

Ｑ
子
ど
も
た
ち
に
何
を
求
め
て
い
る
の
か

Ａ
未
来
を
生
き
抜
く
様
々
な
力

教
育
長

子
供
た
ち
の
学
び
を
育
む
事

は
、
な
に
も
学
校
だ
け
の
使

命
で
は
な
い
。
地
域
や
家
庭
も
そ
の

役
割
を
担
っ
て
お
り
、
特
に
保
護
者

は
、
今
、
子
ど
も
た
ち
が
な
に
を
ど

う
学
ぼ
う
と
し
て
い
る
か
知
っ
て
お

く
必
要
が
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
教
育
長
が
望
む
先
生
と

保
護
者
の
連
携
と
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
問
う
。

　
ま
た
、
社
会
と
連
動
す
る
教
育

は
、
今
、
子
ど
も
た
ち
に
何
を
求
め

て
い
る
の
か
問
う
。
　

連
携
に
つ
い
て
は
、
子
ど

も
た
ち
の
健
全
な
育
ち
や

学
び
の
為
に
保
護
者
と
教
職
員
が
情

報
を
共
有
し
、
思
い
を
キ
ャ
ッ
チ

ボ
ー
ル
で
き
る
関
係
を
お
願
い
し
た

い
。
う
ち
の
子
は
、
こ
の
よ
う
に

育
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
親
の
願
い

と
、
こ
ん
な
力
を
つ
け
さ
せ
た
い
と

い
う
学
校
の
教
育
目
標
を
す
り
合
わ

せ
る
事
が
重
要
だ
。
家
庭
と
の
連
携

を
深
め
る
こ
と
は
子
ど
も
の
成
長
を

早
め
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
教
育
が
め
ざ
す
も
の
と
し

て
、
こ
れ
ま
で
の
学
習
指
導
要
領
は

覚
え
る
こ
と
記
憶
す
る
こ
と
に
重
き

が
置
か
れ
て
い
た
が
、
今
後
は
、
何

を
ど
の
よ
う
に
学
ぶ
の
か
、
ど
う

や
っ
て
問
題
を
解
決
す
る
の
か
、
10

年
先
が
見
え
な
い
よ
う
な
時
代
に

あ
っ
て
未
来
を
生
き
抜
く
た
め
の

様
々
な
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
今
、
ま
ち
未
来
科
で
は
、
経
験
豊

富
な
地
域
の
方
に
学
ぶ
取
り
組
み
が

あ
る
。
さ
ら
に
、
青
年
団
な
ど
地
域

の
若
者
た
ち
、
都
会
か
ら
来
ら
れ
た

様
々
な
価
値
観
を
持
っ
た
方
々
と
学

び
合
う
場
を
設
定
し
た
い
。

白
川

教
育
長近

年
、
都
市
、
地
方
に
関
係

な
く
少
子
高
齢
化
社
会
を
迎

え
、
人
口
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
て

い
る
。
人
口
減
少
対
策
の
施
策
を
打

つ
な
ら
、
自
然
増
よ
り
も
社
会
増
を

目
指
す
べ
き
だ
。
社
会
増
を
達
成
す

る
に
は
住
宅
の
確
保
が
必
須
だ
と
考

え
る
。
人
口
減
少
対
策
の
た
め
の
空

き
家
の
活
用
に
つ
い
て
、
町
長
の
考

え
を
問
う
。

人
口
減
少
に
関
し
て
は
、
毎

年
50
人
か
ら
60
人
の
子
ど
も

が
誕
生
し
て
い
る
が
、
一
方
で
は
１

５
０
人
か
ら
１
６
０
人
の
方
が
亡
く

な
ら
れ
て
い
る
。
社
会
増
減
に
つ
い

て
は
、
平
成
27
年
か
ら
29
年
に
か
け

プ
ラ
ス
だ
っ
た
が
、
平
成
30
年
に
は

大
き
く
転
出
超
過
と
な
っ
た
。

　
今
後
は
人
口
減
少
対
策
に
加
え
町

内
出
身
者
な
ど
地
域
と
つ
な
が
り
の

あ
る
南
部
町
フ
ァ
ン
を
増
や
し
、
関

係
人
口
を
創
出
す
る
こ
と
。

人
口
減
少
対
策

荊
尾
芳
之 

議
員

Ｑ
社
会
増
に
は
住
宅
の
確
保
を

Ａ
空
き
家
改
修
で
住
宅
を
確
保
し
人
口
増
へ

町
長

荊
尾

町
長

　
南
部
町
に
生
ま
れ
育
っ
た
若
者
が

就
農
や
就
職
を
し
、
家
や
地
域
を

守
っ
て
い
く
、
こ
れ
が
従
来
の
日
本

の
地
域
社
会
の
姿
だ
と
思
う
。

　
現
在
空
き
家
の
改
修
を
し
、
移
住

者
に
提
供
し
て
い
る
が
移
住
者
の
希

望
に
追
い
付
い
て
い
な
い
状
況
だ
。

８
月
末
現
在
、
入
居
希
望
者
は
、
22

件
で
50
名
を
超
え
て
い
る
。
こ
の
度
、

９
月
補
正
予
算
を
組
ん
で
空
き
家
の

改
修
費
の
増
額
を
提
案
し
た
。
空
き

家
を
改
修
し
て
住
宅
を
確
保
し
、
移

住
の
希
望
者
を
増
や
し
て
い
き
た
い
。

　
１
件
で
も
多
く
、
紹
介
で
き
る
物

件
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
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一般質問 一般質問ダイジェスト
あ
な
た
の
声
を

町
政
に
問
う
！

【質問の通告】
一般質問は、議題と関係なく
行財政全般にわたる議員主導
による政策論議で、通告制で
行っている。

【一般質問の時間】
定例議会において行われ、南
部町は議員からの質問時間は
30分と定めている。
町民皆様の声を町政に問います。

黄
色
い
ふ
れ
あ
い
バ
ス
の
運

行
は
、
令
和
３
年
度
か
ら
日

ノ
丸
自
動
車
が
継
続
で
き
な
い
こ
と

に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
公
共
交
通
の

見
直
し
、
検
討
が
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
新
し
い
方
式
に
つ
い

て
、
町
の
基
本
的
な
考
え
方
を
問
う
。

①
現
状
で
の
運
行
方
法
で
は
何
が
問

題
で
継
続
で
き
な
い
の
か
。
ど
の
よ

う
な
課
題
が
あ
る
の
か
。

②
と
っ
と
り
花
回
廊
の
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
は
利
用
で
き
な
い
か
。

③
将
来
の
公
共
交
通
の
あ
る
べ
き
姿

を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

①
現
在
の
受
託
者
（
日
ノ
丸

自
動
車
）
か
ら
は
運
転
手
の

確
保
が
困
難
と
聞
い
て
い
る
。
現
在

の
運
行
方
式
は
定
時
定
路
線
と
い
う

方
式
で
、
決
ま
っ
た
時
間
に
決
ま
っ

た
場
所
で
乗
車
で
き
る
利
点
は
あ
る

が
、
逆
に
乗
車
時
間
が
長
い
と
い
う

デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
ま
た
、
車
両

が
大
き
い
た
め
集
落
の
狭
い
道
に
進

入
で
き
な
い
と
い
う
運
行
継
続
上
の

課
題
が
あ
る
。

②
既
存
の
バ
ス
路
線
（
御
内
谷
線
）
と

競
合
し
て
お
り
、
減
便
や
廃
止
に
な

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
ま
た
、
花

回
廊
を
運
営
す
る
観
光
事
業
団
は
運

送
事
業
の
資
格
は
取
ら
な
い
と
の
事

か
ら
現
在
の
運
行
に
な
っ
て
い
る
。

③
現
状
の
課
題
解
消
の
た
め
、
車
体

の
リ
ー
ス
等
に
よ
り
、
高
い
利
便

性
、
コ
ス
ト
面
、
交
通
弱
者
へ
の
配

慮
を
兼
ね
備
え
た
ド
ア
・
ツ
ー
・
ド

ア
に
近
い
南
部
町
独
自
の
シ
ス
テ
ム

を
構
築
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

三
鴨

町
長 公

共
交
通

三
鴨
義
文 

議
員

Ｑ
将
来
の
公
共
交
通
を
ど
う
し
て
い
く
か

Ａ
ド
ア･

ツ
ー
・
ド
ア
に
近
い
南
部
町
独
自
の
シ
ス
テ
ム
を

町
長

学校教育がめざすもの
期日前投票所の運営
公共交通検討事業
人口減少の対策
鳥取県下での大規模風力発電計画
魅力あるまちづくり
コロナ禍の農業対策
水道料金
一般廃棄物処理施設整備基本構想
町民の暮らし支援の新型コロナウイルス対策
教育支援対策
西伯病院の経営状況
地域防災
人口減少
農業
国保税の引き上げ撤回
一般廃棄物処理施設整備基本構想案の経済性、環境性を問い、広域化可否の判断の延期
ウィズコロナ下での町政の運営方針
町政　一期４年の総括
新型コロナウィルス
光ファイバー

質　問　事　項
１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

１
1
2
１
2
１
１
2
３
１
２
１
２
１
２
１
２
１
１
2
3

20

30

30

30

30

30

30

15

30

30

30

議 員 名 発言時間
白川  立真

三鴨  義文

荊尾  芳之

板井  　隆

加藤  　学

亀尾  共三

仲田  司朗

滝山  克己

真壁  容子

景山  　浩

細田  元教

学
校
教
育
が
め
ざ
す
も
の

白
川
立
真 

議
員

Ｑ
子
ど
も
た
ち
に
何
を
求
め
て
い
る
の
か

Ａ
未
来
を
生
き
抜
く
様
々
な
力

教
育
長

子
供
た
ち
の
学
び
を
育
む
事

は
、
な
に
も
学
校
だ
け
の
使

命
で
は
な
い
。
地
域
や
家
庭
も
そ
の

役
割
を
担
っ
て
お
り
、
特
に
保
護
者

は
、
今
、
子
ど
も
た
ち
が
な
に
を
ど

う
学
ぼ
う
と
し
て
い
る
か
知
っ
て
お

く
必
要
が
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
教
育
長
が
望
む
先
生
と

保
護
者
の
連
携
と
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
問
う
。

　
ま
た
、
社
会
と
連
動
す
る
教
育

は
、
今
、
子
ど
も
た
ち
に
何
を
求
め

て
い
る
の
か
問
う
。
　

連
携
に
つ
い
て
は
、
子
ど

も
た
ち
の
健
全
な
育
ち
や

学
び
の
為
に
保
護
者
と
教
職
員
が
情

報
を
共
有
し
、
思
い
を
キ
ャ
ッ
チ

ボ
ー
ル
で
き
る
関
係
を
お
願
い
し
た

い
。
う
ち
の
子
は
、
こ
の
よ
う
に

育
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
親
の
願
い

と
、
こ
ん
な
力
を
つ
け
さ
せ
た
い
と

い
う
学
校
の
教
育
目
標
を
す
り
合
わ

せ
る
事
が
重
要
だ
。
家
庭
と
の
連
携

を
深
め
る
こ
と
は
子
ど
も
の
成
長
を

早
め
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
教
育
が
め
ざ
す
も
の
と
し

て
、
こ
れ
ま
で
の
学
習
指
導
要
領
は

覚
え
る
こ
と
記
憶
す
る
こ
と
に
重
き

が
置
か
れ
て
い
た
が
、
今
後
は
、
何

を
ど
の
よ
う
に
学
ぶ
の
か
、
ど
う

や
っ
て
問
題
を
解
決
す
る
の
か
、
10

年
先
が
見
え
な
い
よ
う
な
時
代
に

あ
っ
て
未
来
を
生
き
抜
く
た
め
の

様
々
な
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
今
、
ま
ち
未
来
科
で
は
、
経
験
豊

富
な
地
域
の
方
に
学
ぶ
取
り
組
み
が

あ
る
。
さ
ら
に
、
青
年
団
な
ど
地
域

の
若
者
た
ち
、
都
会
か
ら
来
ら
れ
た

様
々
な
価
値
観
を
持
っ
た
方
々
と
学

び
合
う
場
を
設
定
し
た
い
。

白
川

教
育
長近

年
、
都
市
、
地
方
に
関
係

な
く
少
子
高
齢
化
社
会
を
迎

え
、
人
口
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
て

い
る
。
人
口
減
少
対
策
の
施
策
を
打

つ
な
ら
、
自
然
増
よ
り
も
社
会
増
を

目
指
す
べ
き
だ
。
社
会
増
を
達
成
す

る
に
は
住
宅
の
確
保
が
必
須
だ
と
考

え
る
。
人
口
減
少
対
策
の
た
め
の
空

き
家
の
活
用
に
つ
い
て
、
町
長
の
考

え
を
問
う
。

人
口
減
少
に
関
し
て
は
、
毎

年
50
人
か
ら
60
人
の
子
ど
も

が
誕
生
し
て
い
る
が
、
一
方
で
は
１

５
０
人
か
ら
１
６
０
人
の
方
が
亡
く

な
ら
れ
て
い
る
。
社
会
増
減
に
つ
い

て
は
、
平
成
27
年
か
ら
29
年
に
か
け

プ
ラ
ス
だ
っ
た
が
、
平
成
30
年
に
は

大
き
く
転
出
超
過
と
な
っ
た
。

　
今
後
は
人
口
減
少
対
策
に
加
え
町

内
出
身
者
な
ど
地
域
と
つ
な
が
り
の

あ
る
南
部
町
フ
ァ
ン
を
増
や
し
、
関

係
人
口
を
創
出
す
る
こ
と
。

人
口
減
少
対
策

荊
尾
芳
之 

議
員

Ｑ
社
会
増
に
は
住
宅
の
確
保
を

Ａ
空
き
家
改
修
で
住
宅
を
確
保
し
人
口
増
へ

町
長

荊
尾

町
長

　
南
部
町
に
生
ま
れ
育
っ
た
若
者
が

就
農
や
就
職
を
し
、
家
や
地
域
を

守
っ
て
い
く
、
こ
れ
が
従
来
の
日
本

の
地
域
社
会
の
姿
だ
と
思
う
。

　
現
在
空
き
家
の
改
修
を
し
、
移
住

者
に
提
供
し
て
い
る
が
移
住
者
の
希

望
に
追
い
付
い
て
い
な
い
状
況
だ
。

８
月
末
現
在
、
入
居
希
望
者
は
、
22

件
で
50
名
を
超
え
て
い
る
。
こ
の
度
、

９
月
補
正
予
算
を
組
ん
で
空
き
家
の

改
修
費
の
増
額
を
提
案
し
た
。
空
き

家
を
改
修
し
て
住
宅
を
確
保
し
、
移

住
の
希
望
者
を
増
や
し
て
い
き
た
い
。

　
１
件
で
も
多
く
、
紹
介
で
き
る
物

件
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
広
が

り
は
一
向
に
収
ま
ら
な
い
。
そ

の
影
響
は
多
く
の
方
面
に
広
が
っ
て
い

る
。
８
月
18
日
、
厚
労
省
の
公
表
で

は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
起
因

で
の
雇
止
め
４
万
５
千
６
５
０
人
が
示

さ
れ
、
そ
の
内
、
非
正
規
雇
用
者
が
１

万
８
千
７
６
２
人
と
示
さ
れ
た
。
町
内

で
も
同
様
の
状
況
で
は
な
い
か
。

　
そ
れ
に
加
え
て
、
様
々
な
職
場
の

勤
労
者
に
も
変
化
を
与
え
て
い
る
と

考
え
て
い
る
。
自
治
体
と
し
て
ど
の

よ
う
な
対
策
を
さ
れ
よ
う
と
考
え
て

い
る
か
問
う
。

町
で
は
、
福
祉
事
務
所
で
生

活
困
窮
者
等
相
談
窓
口
を
開

設
し
て
い
る
。
相
談
内
容
に
応
じ

て
、
役
場
の
各
部
署
と
連
携
し
対
応

す
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
の
影
響
の
実
態
把
握
に
つ

い
て
、
役
場
で
は
企
画
政
策
課
や
税

務
課
で
雇
止
め
や
解
雇
の
情
報
収

集
、
離
職
の
状
況
な
ど
を
随
時
確
認

し
て
実
態
の
把
握
に
努
め
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
で
職
を

失
っ
た
の
は
２
件
あ
り
、
社
会
福
祉

協
議
会
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
連

携
し
生
活
支
援
の
手
続
き
を
受
け
た

が
、
そ
の
後
就
職
さ
れ
た
と
聞
く
。

　
町
内
事
業
の
状
況
は
、
南
部
町
商

工
会
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
46
事
業
者
か

ら
の
回
答
が
あ
っ
た
。
コ
ロ
ナ
の
影

響
が
出
て
い
る
と
回
答
さ
れ
た
方
は

29
事
業
者
63
％
と
な
っ
て
い
る
。
業

種
は
製
造
、
小
売
業
、
宿
泊
、
飲

食
、
観
光
、
建
設
等
町
内
に
お
い
て

も
大
き
な
影
響
が
生
じ
て
い
る
の
は

間
違
い
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
各
企
業
の
皆
さ
ん
は
今
後
の
見
通

し
が
利
か
ず
、
先
行
き
油
断
の
な
ら

な
い
厳
し
い
状
況
で
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
る
。
引
き
続
き
南
部
町
商
工
会

及
び
県
内
事
業
所
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

等
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
町

内
事
業
者
の
ど
の
よ
う
な
業
種
で
影

響
を
受
け
た
か
注
視
し
、
国
や
県
の

内
容
を
精
査
し
、
町
独
自
の
支
援
と

合
わ
せ
必
要
な
対
策
を
講
じ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

亀
尾
共
三 

議
員

Ｑ
町
の
対
策
を
問
う

Ａ
影
響
内
容
を
精
査
し
必
要
な
支
援

町
長

亀
尾

町
長

南
部
町
で
は
コ
ロ
ナ
禍
の

中
、
農
業
者
支
援
対
策
が
少

な
い
と
考
え
る
。
特
に
、
コ
ロ
ナ
禍

の
中
、
日
本
全
体
の
消
費
が
大
き
く

落
ち
込
ん
で
い
る
の
で
、
今
年
度
産

の
米
価
の
大
幅
な
落
ち
込
み
が
予
想

さ
れ
る
。
米
作
中
心
の
農
家
の
被
害

は
こ
れ
か
ら
が
大
き
く
な
る
と
予
想

さ
れ
る
。

①
国
の
施
策
に
持
続
化
給
付
金
制
度

が
あ
る
が
、
農
業
者
も
申
請
出
来
る

こ
と
が
広
く
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
農

業
者
も
個
人
事
業
者
で
あ
り
、
こ
の

持
続
化
給
付
金
制
度
の
対
象
に
な
る

こ
と
を
広
く
伝
え
る
べ
き
。

②
南
部
町
と
し
て
独
自
の
農
業
施
策

を
求
め
る
。

①
６
月
議
会
で
も
県
内
の
一

次
産
業
に
は
大
き
な
影
響
が

出
て
い
な
い
と
答
弁
し
た
。
そ
の
後

も
影
響
は
出
て
い
な
い
と
認
識
し
て

い
る
。
こ
の
制
度
に
つ
い
て
は
町
報

等
で
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
農
業
者

も
対
象
と
な
る
こ
と
も
記
載
す
る
。

②
米
の
消
費
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
数

年
の
人
口
減
少
や
食
生
活
の
変
化
に

加
え
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
生
活
自

粛
に
伴
い
、
飲
食
店
の
休
業
等
に

よ
っ
て
全
国
的
に
消
費
量
が
落
ち
込

ん
で
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
今
年

の
米
価
に
つ
い
て
は
、
８
月
末
に
国

が
発
表
し
た
鳥
取
県
の
作
況
は
平
年

並
み
と
報
じ
ら
れ
た
。
野
菜
等
も
県

内
に
お
い
て
６
月
以
降
大
き
な
影
響

は
出
て
い
な
い
と
聞
い
て
い
る
。
今

後
の
状
況
を
注
視
し
な
が
ら
対
応
し

た
い
。

加
藤

町
長 持

続
化
給
付
金

加
藤
　学 

議
員

Ｑ
農
業
者
で
も
申
請
出
来
る
こ
と
を
伝
え
る
べ
き

Ａ
町
報
等
で
農
業
者
も
対
象
と
な
る
と
記
載
す
る

町
長

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

板
井
　隆 

議
員

Ｑ
四
年
間
の
検
証
と
今
後
の
取
組
み

Ａ
若
者
が
住
み
続
け
た
い
と
思
う
環
境
づ
く
り

町
長

陶
山
町
長
の
一
期
４
年
の
町

政
「
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」

を
振
り
返
り
、
検
証
と
課
題
、
今
後

の
取
組
み
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

①
町
財
政
の
健
全
化
に
つ
い
て

②
地
域
振
興
協
議
会
の
現
状
と
課

題
、
今
後
の
役
割
に
つ
い
て

③
Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ａ（
海
外
青
年
協
力
協
会
）

と
の
連
携
に
よ
る
、
取
組
み
に
つ
い
て

①
町
民
の
暮
ら
し
を
担
う
た

め
に
は
、
健
全
な
財
政
の
維

持
が
必
要
で
あ
る
。

　
歳
入
の
７
割
以
上
を
占
め
る
普
通

交
付
税
の
縮
減
、
そ
し
て
自
主
財
源

で
あ
る
各
種
の
税
収
も
、
コ
ロ
ナ
の

影
響
も
あ
り
厳
し
い
状
況
に
な
る
と

思
う
。
限
り
あ
る
財
源
の
中
で
、
効

果
的
な
事
業
を
実
施
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

②
今
年
で
13
年
を
迎
え
た
協
議
会

は
、
地
域
の
中
で
話
し
合
い
を
重
ね
、

防
犯
活
動
、
生
涯
学
習
活
動
、
地
域

づ
く
り
等
の
取
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

　
今
後
、
人
口
減
少
が
進
む
中
で
、

将
来
を
見
据
え
た
活
動
を
担
う
、
地

域
の「
人
材
づ
く
り
」が
大
切
で
あ
る
。

　
行
政
と
一
体
と
な
っ
て
、
地
域
資

源
の
発
掘
、
活
用
、
人
材
育
成
で
持

続
可
能
な
「
地
域
づ
く
り
」
を
目
指

し
た
い
。

③
Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ａ
に
は
、
南
部
町
が
目
指

す
「
生
涯
活
躍
の
ま
ち
づ
く
り
」
の

一
躍
を
担
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
。

　
今
年
度
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
海
外

に
赴
任
で
き
な
い
協
力
隊
が
７
名
、

経
験
と
専
門
知
識
を
生
か
し
、
サ

ポ
ー
ト
を
開
始
さ
れ
る
。

　
今
後
、
温
泉
を
活
か
し
た
拠
点
施

設
整
備
が
進
む
と
伺
っ
て
い
る
。

　「
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
よ
っ

て
、
次
世
代
を
担
う
若
者
た
ち
に
、

住
み
続
け
た
い
と
思
う
環
境
づ
く
り

が
必
要
と
考
え
る
。

板
井

町
長

昨
年
９
月
26
日
に
厚
労
省
が

発
表
し
た
心
疾
患
、
脳
卒
中
、

救
急
な
ど
９
分
野
の
高
度
医
療
に
つ

い
て
、「
診
療
実
績
が
乏
し
い
」「
代

替
す
る
民
間
病
院
が
近
く
に
あ
る
」

な
ど
の
基
準
を
も
と
に
、
計
４
２
４

病
院
を
「
再
編
・
統
合
が
必
要
」
と

し
て
中
に
「
西
伯
病
院
」
が
含
ま
れ

た
。
そ
し
て
、
原
則
と
し
て
２
０
２

０
年
９
月
末
ま
で
に
結
論
を
出
し
て

報
告
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
、
以
下
の
項
目
を
問
う
。

①
今
後
の
西
伯
病
院
の
運
営
体
制
等

に
つ
い
て
「
西
伯
病
院
新
改
革
プ
ラ

ン
」
で
見
直
さ
れ
た
の
か
ど
う
か
。

②
新
改
革
プ
ラ
ン
は
、
患
者
、
町
民

に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
の
か
。

③
そ
れ
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
２
０

２
５
年
度
か
ら
、
経
営
的
に
安
定
す

る
の
か
ど
う
か
。

④
町
か
ら
の
経
営
支
援
（
補
助
金
を

含
め
）
は
今
後
ど
の
よ
う
に
し
て
い

く
の
か
。

①
現
改
革
プ
ラ

ン
（
２
０
１
６

年
度
か
ら
５
ヵ
年
）
の
検
証
と
と
も

に
、
経
営
改
善
の
議
論
を
推
し
進
め
、

２
０
２
１
年
度
か
ら
５
ヵ
年
の
新
改

革
プ
ラ
ン
に
反
映
し
て
い
く
。

②
現
改
革
プ
ラ
ン
に
お
い
て
は
、
病

床
数
、
診
療
科
と
も
に
現
状
維
持
と

し
て
い
る
。
町
民
の
ニ
ー
ズ
と
経
営

の
安
定
化
に
つ
い
て
、
し
っ
か
り
考

え
、
２
０
２
１
年
度
か
ら
の
次
期
新

改
革
プ
ラ
ン
に
反
映
し
て
い
く
。

③
町
民
の
健
康
、
長
寿
は
地
域
存
続

の
大
き
な
鍵
で
あ
り
、
西
伯
病
院
が

南
部
町
に
あ
っ
て
安
定
し
た
経
営
を

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
今

後
と
も
、
病
院
経
営
の
安
定
に
寄
与

し
た
い
。

④
町
立
病
院
と
し
て
使
命
を
果
た
す

た
め
に
は
採
算
性
だ
け
で
診
療
を
判

断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
国
か
ら

の
交
付
金
を
は
じ
め
、
町
か
ら
の
経

営
支
援
を
今
後
と
も
お
願
い
し
た

い
。

西
伯
病
院
の
経
営
状
況

仲
田
司
朗 

議
員

Ｑ
厚
労
省
の
病
院
再
編
・
統
合
計
画
に
つ
い
て

Ａ
新
改
革
プ
ラ
ン
を
見
直
す

病
院
事
業
管
理
者

仲
田

病
院
事
業
管
理
者
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
広
が

り
は
一
向
に
収
ま
ら
な
い
。
そ

の
影
響
は
多
く
の
方
面
に
広
が
っ
て
い

る
。
８
月
18
日
、
厚
労
省
の
公
表
で

は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
起
因

で
の
雇
止
め
４
万
５
千
６
５
０
人
が
示

さ
れ
、
そ
の
内
、
非
正
規
雇
用
者
が
１

万
８
千
７
６
２
人
と
示
さ
れ
た
。
町
内

で
も
同
様
の
状
況
で
は
な
い
か
。

　
そ
れ
に
加
え
て
、
様
々
な
職
場
の

勤
労
者
に
も
変
化
を
与
え
て
い
る
と

考
え
て
い
る
。
自
治
体
と
し
て
ど
の

よ
う
な
対
策
を
さ
れ
よ
う
と
考
え
て

い
る
か
問
う
。

町
で
は
、
福
祉
事
務
所
で
生

活
困
窮
者
等
相
談
窓
口
を
開

設
し
て
い
る
。
相
談
内
容
に
応
じ

て
、
役
場
の
各
部
署
と
連
携
し
対
応

す
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
の
影
響
の
実
態
把
握
に
つ

い
て
、
役
場
で
は
企
画
政
策
課
や
税

務
課
で
雇
止
め
や
解
雇
の
情
報
収

集
、
離
職
の
状
況
な
ど
を
随
時
確
認

し
て
実
態
の
把
握
に
努
め
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
で
職
を

失
っ
た
の
は
２
件
あ
り
、
社
会
福
祉

協
議
会
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
連

携
し
生
活
支
援
の
手
続
き
を
受
け
た

が
、
そ
の
後
就
職
さ
れ
た
と
聞
く
。

　
町
内
事
業
の
状
況
は
、
南
部
町
商

工
会
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
46
事
業
者
か

ら
の
回
答
が
あ
っ
た
。
コ
ロ
ナ
の
影

響
が
出
て
い
る
と
回
答
さ
れ
た
方
は

29
事
業
者
63
％
と
な
っ
て
い
る
。
業

種
は
製
造
、
小
売
業
、
宿
泊
、
飲

食
、
観
光
、
建
設
等
町
内
に
お
い
て

も
大
き
な
影
響
が
生
じ
て
い
る
の
は

間
違
い
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
各
企
業
の
皆
さ
ん
は
今
後
の
見
通

し
が
利
か
ず
、
先
行
き
油
断
の
な
ら

な
い
厳
し
い
状
況
で
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
る
。
引
き
続
き
南
部
町
商
工
会

及
び
県
内
事
業
所
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

等
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
町

内
事
業
者
の
ど
の
よ
う
な
業
種
で
影

響
を
受
け
た
か
注
視
し
、
国
や
県
の

内
容
を
精
査
し
、
町
独
自
の
支
援
と

合
わ
せ
必
要
な
対
策
を
講
じ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

亀
尾
共
三 

議
員

Ｑ
町
の
対
策
を
問
う

Ａ
影
響
内
容
を
精
査
し
必
要
な
支
援

町
長

亀
尾

町
長

南
部
町
で
は
コ
ロ
ナ
禍
の

中
、
農
業
者
支
援
対
策
が
少

な
い
と
考
え
る
。
特
に
、
コ
ロ
ナ
禍

の
中
、
日
本
全
体
の
消
費
が
大
き
く

落
ち
込
ん
で
い
る
の
で
、
今
年
度
産

の
米
価
の
大
幅
な
落
ち
込
み
が
予
想

さ
れ
る
。
米
作
中
心
の
農
家
の
被
害

は
こ
れ
か
ら
が
大
き
く
な
る
と
予
想

さ
れ
る
。

①
国
の
施
策
に
持
続
化
給
付
金
制
度

が
あ
る
が
、
農
業
者
も
申
請
出
来
る

こ
と
が
広
く
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
農

業
者
も
個
人
事
業
者
で
あ
り
、
こ
の

持
続
化
給
付
金
制
度
の
対
象
に
な
る

こ
と
を
広
く
伝
え
る
べ
き
。

②
南
部
町
と
し
て
独
自
の
農
業
施
策

を
求
め
る
。

①
６
月
議
会
で
も
県
内
の
一

次
産
業
に
は
大
き
な
影
響
が

出
て
い
な
い
と
答
弁
し
た
。
そ
の
後

も
影
響
は
出
て
い
な
い
と
認
識
し
て

い
る
。
こ
の
制
度
に
つ
い
て
は
町
報

等
で
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
農
業
者

も
対
象
と
な
る
こ
と
も
記
載
す
る
。

②
米
の
消
費
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
数

年
の
人
口
減
少
や
食
生
活
の
変
化
に

加
え
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
生
活
自

粛
に
伴
い
、
飲
食
店
の
休
業
等
に

よ
っ
て
全
国
的
に
消
費
量
が
落
ち
込

ん
で
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
今
年

の
米
価
に
つ
い
て
は
、
８
月
末
に
国

が
発
表
し
た
鳥
取
県
の
作
況
は
平
年

並
み
と
報
じ
ら
れ
た
。
野
菜
等
も
県

内
に
お
い
て
６
月
以
降
大
き
な
影
響

は
出
て
い
な
い
と
聞
い
て
い
る
。
今

後
の
状
況
を
注
視
し
な
が
ら
対
応
し

た
い
。

加
藤

町
長 持

続
化
給
付
金

加
藤
　学 

議
員

Ｑ
農
業
者
で
も
申
請
出
来
る
こ
と
を
伝
え
る
べ
き

Ａ
町
報
等
で
農
業
者
も
対
象
と
な
る
と
記
載
す
る

町
長

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

板
井
　隆 

議
員

Ｑ
四
年
間
の
検
証
と
今
後
の
取
組
み

Ａ
若
者
が
住
み
続
け
た
い
と
思
う
環
境
づ
く
り

町
長

陶
山
町
長
の
一
期
４
年
の
町

政
「
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」

を
振
り
返
り
、
検
証
と
課
題
、
今
後

の
取
組
み
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

①
町
財
政
の
健
全
化
に
つ
い
て

②
地
域
振
興
協
議
会
の
現
状
と
課

題
、
今
後
の
役
割
に
つ
い
て

③
Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ａ（
海
外
青
年
協
力
協
会
）

と
の
連
携
に
よ
る
、
取
組
み
に
つ
い
て

①
町
民
の
暮
ら
し
を
担
う
た

め
に
は
、
健
全
な
財
政
の
維

持
が
必
要
で
あ
る
。

　
歳
入
の
７
割
以
上
を
占
め
る
普
通

交
付
税
の
縮
減
、
そ
し
て
自
主
財
源

で
あ
る
各
種
の
税
収
も
、
コ
ロ
ナ
の

影
響
も
あ
り
厳
し
い
状
況
に
な
る
と

思
う
。
限
り
あ
る
財
源
の
中
で
、
効

果
的
な
事
業
を
実
施
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

②
今
年
で
13
年
を
迎
え
た
協
議
会

は
、
地
域
の
中
で
話
し
合
い
を
重
ね
、

防
犯
活
動
、
生
涯
学
習
活
動
、
地
域

づ
く
り
等
の
取
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

　
今
後
、
人
口
減
少
が
進
む
中
で
、

将
来
を
見
据
え
た
活
動
を
担
う
、
地

域
の「
人
材
づ
く
り
」が
大
切
で
あ
る
。

　
行
政
と
一
体
と
な
っ
て
、
地
域
資

源
の
発
掘
、
活
用
、
人
材
育
成
で
持

続
可
能
な
「
地
域
づ
く
り
」
を
目
指

し
た
い
。

③
Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ａ
に
は
、
南
部
町
が
目
指

す
「
生
涯
活
躍
の
ま
ち
づ
く
り
」
の

一
躍
を
担
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
。

　
今
年
度
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
海
外

に
赴
任
で
き
な
い
協
力
隊
が
７
名
、

経
験
と
専
門
知
識
を
生
か
し
、
サ

ポ
ー
ト
を
開
始
さ
れ
る
。

　
今
後
、
温
泉
を
活
か
し
た
拠
点
施

設
整
備
が
進
む
と
伺
っ
て
い
る
。

　「
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
よ
っ

て
、
次
世
代
を
担
う
若
者
た
ち
に
、

住
み
続
け
た
い
と
思
う
環
境
づ
く
り

が
必
要
と
考
え
る
。

板
井

町
長

昨
年
９
月
26
日
に
厚
労
省
が

発
表
し
た
心
疾
患
、
脳
卒
中
、

救
急
な
ど
９
分
野
の
高
度
医
療
に
つ

い
て
、「
診
療
実
績
が
乏
し
い
」「
代

替
す
る
民
間
病
院
が
近
く
に
あ
る
」

な
ど
の
基
準
を
も
と
に
、
計
４
２
４

病
院
を
「
再
編
・
統
合
が
必
要
」
と

し
て
中
に
「
西
伯
病
院
」
が
含
ま
れ

た
。
そ
し
て
、
原
則
と
し
て
２
０
２

０
年
９
月
末
ま
で
に
結
論
を
出
し
て

報
告
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
、
以
下
の
項
目
を
問
う
。

①
今
後
の
西
伯
病
院
の
運
営
体
制
等

に
つ
い
て
「
西
伯
病
院
新
改
革
プ
ラ

ン
」
で
見
直
さ
れ
た
の
か
ど
う
か
。

②
新
改
革
プ
ラ
ン
は
、
患
者
、
町
民

に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
の
か
。

③
そ
れ
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
２
０

２
５
年
度
か
ら
、
経
営
的
に
安
定
す

る
の
か
ど
う
か
。

④
町
か
ら
の
経
営
支
援
（
補
助
金
を

含
め
）
は
今
後
ど
の
よ
う
に
し
て
い

く
の
か
。

①
現
改
革
プ
ラ

ン
（
２
０
１
６

年
度
か
ら
５
ヵ
年
）
の
検
証
と
と
も

に
、
経
営
改
善
の
議
論
を
推
し
進
め
、

２
０
２
１
年
度
か
ら
５
ヵ
年
の
新
改

革
プ
ラ
ン
に
反
映
し
て
い
く
。

②
現
改
革
プ
ラ
ン
に
お
い
て
は
、
病

床
数
、
診
療
科
と
も
に
現
状
維
持
と

し
て
い
る
。
町
民
の
ニ
ー
ズ
と
経
営

の
安
定
化
に
つ
い
て
、
し
っ
か
り
考

え
、
２
０
２
１
年
度
か
ら
の
次
期
新

改
革
プ
ラ
ン
に
反
映
し
て
い
く
。

③
町
民
の
健
康
、
長
寿
は
地
域
存
続

の
大
き
な
鍵
で
あ
り
、
西
伯
病
院
が

南
部
町
に
あ
っ
て
安
定
し
た
経
営
を

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
今

後
と
も
、
病
院
経
営
の
安
定
に
寄
与

し
た
い
。

④
町
立
病
院
と
し
て
使
命
を
果
た
す

た
め
に
は
採
算
性
だ
け
で
診
療
を
判

断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
国
か
ら

の
交
付
金
を
は
じ
め
、
町
か
ら
の
経

営
支
援
を
今
後
と
も
お
願
い
し
た

い
。

西
伯
病
院
の
経
営
状
況

仲
田
司
朗 

議
員

Ｑ
厚
労
省
の
病
院
再
編
・
統
合
計
画
に
つ
い
て

Ａ
新
改
革
プ
ラ
ン
を
見
直
す

病
院
事
業
管
理
者

仲
田

病
院
事
業
管
理
者
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ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
下
で
の
町
政
運
営
景
山
　浩 

議
員

Ｑ
従
来
か
ら
の
政
策
課
題
に
ど
の
よ
う
に
臨
む
の
か

Ａ
感
染
拡
大
時
に
も
経
済
が
ま
わ
る
社
会
構
造
が
必
要

町
長

世
界
的
な
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

の
大
流
行
が
長
期
化
す
る
状

況
下
、
景
気
の
後
退
は
ほ
と
ん
ど
の

業
種
に
広
が
り
、
地
域
経
済
や
住
民

生
活
に
も
暗
い
影
を
落
と
す
事
態
に

至
っ
て
い
る
。

　
こ
の
コ
ロ
ナ
対
策
で
社
会
的
距
離

の
確
保
な
ど
全
く
新
た
な
取
り
組
み

が
求
め
ら
れ
る
一
方
、
医
療
体
制
の

整
備
や
地
域
産
業
の
育
成
・
振
興
、

通
信
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
な
ど
南
部
町

が
従
来
か
ら
抱
え
て
い
た
問
題
も
鮮

明
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き

た
。

　
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
で
よ
り
明
確
と

な
っ
た
政
策
課
題
に
ど
の
よ
う
な
方

針
を
立
て
て
臨
む
考
え
か
。

こ
の
度
の
コ
ロ
ナ
禍
は
未
知

の
ウ
ィ
ル
ス
の
た
め
、
感
染

メ
カ
ニ
ズ
ム
も
よ
く
わ
か
ら
な
い
う

ち
に
大
流
行
と
な
り
、
幅
広
く
経
済

活
動
が
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
　

　
こ
の
状
況
を
き
た
し
た
第
一
の
課

題
は
感
染
症
へ
の
備
え
が
不
十
分
で

あ
っ
た
こ
と
と
認
識
し
て
い
る
。

　
感
染
症
に
対
す
る
検
査
体
制
や
医

療
体
制
の
整
備
は
国
や
県
に
し
っ
か

り
や
っ
て
も
ら
う
と
し
て
、
町
で
は

感
染
拡
大
に
あ
っ
て
も
経
済
が
回
る

社
会
構
造
を
作
る
こ
と
が
必
要
だ
。

そ
の
た
め
に
も
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
推

進
、
徹
底
し
た
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め

る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
光
フ
ァ
イ

バ
ー
網
の
整
備
は
そ
う
し
た
社
会
に

必
須
の
イ
ン
フ
ラ
と
な
る
。

　
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
下
の
社
会
で
は
こ

れ
ま
で
に
な
い
様
々
な
工
夫
や
ア
イ

デ
ィ
ア
が
必
要
と
さ
れ
る
。
地
域
課

題
解
決
の
た
め
の
外
部
人
材
や
知

識
、
資
本
活
用
へ
の
支
援
や
若
手
職

員
に
よ
る
課
題
解
決
や
業
務
改
善
に

取
り
組
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
設

置
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

景
山

町
長 人

口
減
少
と
子
育
て
支
援

滝
山
克
己 

議
員

Ｑ
出
生
数
が
増
え
な
い
理
由
は

Ａ
子
育
て
と
住
宅
環
境
を
整
え
対
応
し
た
い

町
長

昭
和
と
平
成
の
合
併
を
経
て

誕
生
し
た
南
部
町
だ
が
、
合

併
時
１
万
２
２
０
０
人
余
り
だ
っ
た

人
口
は
、
年
間
百
人
ず
つ
減
少
し
て

い
る
。

　
基
準
と
な
る
20
年
後
、
２
０
４
０
年

に
は
９
千
人
台
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　
人
口
減
少
は
国
力
の
減
と
い
う
学

者
も
い
る
が
、
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

子
育
て
支
援
策
に
つ
い
て
は

充
実
し
て
い
る
と
自
負
し
て

い
る
。

　
出
生
数
が
増
え
な
い
原
因
は
、
少

子
化
の
原
因
と
同
じ
と
分
析
し
て
い

る
と
こ
ろ
だ
。
社
会
増
減
に
お
い
て

は
20
歳
か
ら
29
歳
の
男
女
で
比
較
す

る
と
女
性
の
減
少
幅
が
大
き
く
、
若

い
女
性
の
流
出
が
う
か
が
え
る
状
況

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
南
部
町
は

全
国
や
県
内
四
市
平
均
と
比
較
し
て

も
、
特
に
20
代
の
未
婚
率
が
高
く
、

30
代
後
半
に
な
っ
て
よ
う
や
く
全
国

平
均
並
み
の
未
婚
率
と
な
る
。
こ
の

こ
と
は
晩
婚
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

結
果
と
し
て
晩
産
化
に
進
ん
で
い
る

と
言
え
る
。

　
現
在
の
出
生
数
は
60
人
前
後
を
推

移
し
て
い
る
が
、
小
学
校
入
学
時
に

は
、
児
童
数
は
80
人
前
後
ま
で
増
え

て
い
く
。
若
い
世
代
も
賃
貸
住
宅
か

ら
持
家
を
検
討
す
る
時
代
に
な
っ
た

と
聞
い
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
宅

地
開
発
支
援
事
業
を
創
設
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　
住
宅
政
策
と
子
育
て
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
、
ネ
ウ
ボ
ラ
を
中
心
に
、
安

心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
を
整

え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

滝
山

町
長

先
の
６
月
議
会
で
５
年
ぶ
り

に
国
保
税
の
引
き
上
げ
を
賛

成
多
数
で
決
め
て
い
る
。
一
方
、
コ

ロ
ナ
禍
で
国
保
加
入
の
事
業
者
等
は

収
入
減
少
で
生
活
維
持
に
影
響
が
出

て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
保
税
の
値
上

げ
分
約
２
０
０
０
万
円
に
つ
い
て
は

コ
ロ
ナ
臨
時
交
付
金
を
充
て
、
今
年

度
は
実
質
据
え
置
き
と
し
て
い
る
。

　
今
年
度
の
国
保
会
計
は
、
県
へ
の

納
付
金
の
減
、
収
納
率
を
実
際
よ
り

低
く
見
て
い
る
こ
と
か
ら
黒
字
に
な

る
の
で
は
な
い
か
。
あ
ら
ゆ
る
方
法

を
取
っ
て
来
年
か
ら
国
保
税
を
上
げ

な
い
こ
と
を
求
め
る
。

　
国
保
世
帯
の
平
均
所
得
と
増
税
と

な
る
世
帯
数
、
県
へ
の
納
付
額
の
前

年
比
、
収
納
率
の
推
移
の
提
示
を
求

め
る
。

　
今
年
度
で
黒
字
が
出
た
場
合
は
、

据
え
置
く
こ
と
も
考
え
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
簡
単
に
決

着
つ
く
と
は
思
え
な
い
。
据
え
置
き

を
令
和
３
年
度
に
伸
ば
す
こ
と
も
考

え
て
い
る
か
。

国
保
世
帯
の
平
均
所
得
は
今
年
度
当

初
で
一
世
帯
当
た
り
１
０
０

万
４
３
３
円
、
増
税
世
帯
は
、

国
保
世
帯
１
４
１
３
世
帯
中
、
１
２

６
９
世
帯
の
予
定
。

　
県
へ
の
納
付
金
は
、
今
年
度
は
、

２
億
９
８
２
４
万
円
、
昨
年
度
は
３

億
１
２
５
６
万
円
で
、
前
年
比
95
・

４
％
と
な
っ
て
い
る
。
収
納
率
は
、

昨
年
度
は
96
・
６
％
（
今
年
度
は

93
％
）
。

　
２
０
０
０
万
円
く
ら
い
の
留
保
資

金
が
で
き
た
場
合
に
は
、
も
う
少
し

明
る
い
め
ど
が
つ
く
の
か
も
し
れ
な

い
。
状
況
を
見
極
め
な
が
ら
、
国
保

運
営
協
議
会
で
し
っ
か
り
協
議
し
た

い
。
税
方
式
を
４
方
式
か
ら
３
方
式

に
か
え
る
と
い
う
課
題
も
あ
る
。
町

民
の
皆
様
と
こ
の
問
題
に
つ
い
て
話

し
合
う
機
会
を
作
っ
て
い
か
な
い
と

い
け
な
い
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。

国
民
健
康
保
険
税

真
壁
容
子 

議
員

Ｑ
来
年
度
も
据
え
置
き
延
長
を
求
め
る

Ａ
状
況
を
見
極
め
町
民
と
話
す
場
を
持
ち
た
い

町
長

真
壁

一
期
４
年
間
、
石
橋
を
叩
き

な
が
ら
、
安
全
運
転
で
町
政

に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
。
一
期
４
年

の
総
括
と
来
期
の
町
政
重
点
施
策
を

問
う
。

４
年
間
の
総
括
に
つ
い
て

は
、
政
治
は
結
果
責
任
で
あ

り
、
そ
の
評
価
を
す
る
の
は
町
民
の

皆
さ
ん
で
あ
る
。
改
め
て
４
年
間
を

振
り
返
り
、
総
括
し
、
来
期
の
町
政

展
望
を
申
し
上
げ
る
。

　
一
つ
目
は
、
国
・
県
の
支
援
を
い

た
だ
き
、
地
方
創
生
事
業
を
推
進

し
、
え
ん
処
米
や
等
、
４
施
設
が
活

動
し
た
。
今
後
は
光
ケ
ー
ブ
ル
網
の

整
備
を
急
ぐ
。

　
二
つ
目
は
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め

の
、
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
が
完
成
し

た
。
今
後
は
保
育
園
の
老
朽
化
に
伴

い
、
統
合
、
建
て
替
え
を
検
討
す

る
。

　
三
つ
目
は
百
歳
体
操
が
41
か
所
に

広
が
っ
た
。
今
後
は
60
か
所
ま
で
増

や
し
、
健
康
長
寿
の
町
を
作
る
。

　
四
つ
目
は
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な

く
す
総
合
計
画
に
着
手
し
た
。
ド

ロ
ー
ン
や
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
利
用
し
た
先
端

技
術
の
導
入
を
進
め
て
き
た
。
今
後

は
光
フ
ァ
イ
バ
ー
に
よ
る
情
報
基
盤

整
備
を
急
ぐ
。

　
五
つ
目
は
、
第
二
次
南
部
町
総
合

計
画
を
策
定
し
今
後
10
年
間
に
わ
た

る
町
政
の
基
本
計
画
を
策
定
し
た
。

本
格
的
な
人
口
減
少
を
見
据
え
な
が

ら
、
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
実
現

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

町
　政

細
田
元
教 

議
員

Ｑ
一
期
４
年
の
総
括
と
来
期
の
施
策
を
問
う

Ａ
評
価
を
す
る
の
は
町
民
の
皆
さ
ん
で
あ
る

町
長

細
田

町
長

町
長
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一般質問

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
下
で
の
町
政
運
営
景
山
　浩 

議
員

Ｑ
従
来
か
ら
の
政
策
課
題
に
ど
の
よ
う
に
臨
む
の
か

Ａ
感
染
拡
大
時
に
も
経
済
が
ま
わ
る
社
会
構
造
が
必
要

町
長

世
界
的
な
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

の
大
流
行
が
長
期
化
す
る
状

況
下
、
景
気
の
後
退
は
ほ
と
ん
ど
の

業
種
に
広
が
り
、
地
域
経
済
や
住
民

生
活
に
も
暗
い
影
を
落
と
す
事
態
に

至
っ
て
い
る
。

　
こ
の
コ
ロ
ナ
対
策
で
社
会
的
距
離

の
確
保
な
ど
全
く
新
た
な
取
り
組
み

が
求
め
ら
れ
る
一
方
、
医
療
体
制
の

整
備
や
地
域
産
業
の
育
成
・
振
興
、

通
信
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
な
ど
南
部
町

が
従
来
か
ら
抱
え
て
い
た
問
題
も
鮮

明
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き

た
。

　
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
で
よ
り
明
確
と

な
っ
た
政
策
課
題
に
ど
の
よ
う
な
方

針
を
立
て
て
臨
む
考
え
か
。

こ
の
度
の
コ
ロ
ナ
禍
は
未
知

の
ウ
ィ
ル
ス
の
た
め
、
感
染

メ
カ
ニ
ズ
ム
も
よ
く
わ
か
ら
な
い
う

ち
に
大
流
行
と
な
り
、
幅
広
く
経
済

活
動
が
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
　

　
こ
の
状
況
を
き
た
し
た
第
一
の
課

題
は
感
染
症
へ
の
備
え
が
不
十
分
で

あ
っ
た
こ
と
と
認
識
し
て
い
る
。

　
感
染
症
に
対
す
る
検
査
体
制
や
医

療
体
制
の
整
備
は
国
や
県
に
し
っ
か

り
や
っ
て
も
ら
う
と
し
て
、
町
で
は

感
染
拡
大
に
あ
っ
て
も
経
済
が
回
る

社
会
構
造
を
作
る
こ
と
が
必
要
だ
。

そ
の
た
め
に
も
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
推

進
、
徹
底
し
た
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め

る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
光
フ
ァ
イ

バ
ー
網
の
整
備
は
そ
う
し
た
社
会
に

必
須
の
イ
ン
フ
ラ
と
な
る
。

　
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
下
の
社
会
で
は
こ

れ
ま
で
に
な
い
様
々
な
工
夫
や
ア
イ

デ
ィ
ア
が
必
要
と
さ
れ
る
。
地
域
課

題
解
決
の
た
め
の
外
部
人
材
や
知

識
、
資
本
活
用
へ
の
支
援
や
若
手
職

員
に
よ
る
課
題
解
決
や
業
務
改
善
に

取
り
組
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
設

置
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

景
山

町
長 人

口
減
少
と
子
育
て
支
援

滝
山
克
己 

議
員

Ｑ
出
生
数
が
増
え
な
い
理
由
は

Ａ
子
育
て
と
住
宅
環
境
を
整
え
対
応
し
た
い

町
長

昭
和
と
平
成
の
合
併
を
経
て

誕
生
し
た
南
部
町
だ
が
、
合

併
時
１
万
２
２
０
０
人
余
り
だ
っ
た

人
口
は
、
年
間
百
人
ず
つ
減
少
し
て

い
る
。

　
基
準
と
な
る
20
年
後
、
２
０
４
０
年

に
は
９
千
人
台
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　
人
口
減
少
は
国
力
の
減
と
い
う
学

者
も
い
る
が
、
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

子
育
て
支
援
策
に
つ
い
て
は

充
実
し
て
い
る
と
自
負
し
て

い
る
。

　
出
生
数
が
増
え
な
い
原
因
は
、
少

子
化
の
原
因
と
同
じ
と
分
析
し
て
い

る
と
こ
ろ
だ
。
社
会
増
減
に
お
い
て

は
20
歳
か
ら
29
歳
の
男
女
で
比
較
す

る
と
女
性
の
減
少
幅
が
大
き
く
、
若

い
女
性
の
流
出
が
う
か
が
え
る
状
況

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
南
部
町
は

全
国
や
県
内
四
市
平
均
と
比
較
し
て

も
、
特
に
20
代
の
未
婚
率
が
高
く
、

30
代
後
半
に
な
っ
て
よ
う
や
く
全
国

平
均
並
み
の
未
婚
率
と
な
る
。
こ
の

こ
と
は
晩
婚
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

結
果
と
し
て
晩
産
化
に
進
ん
で
い
る

と
言
え
る
。

　
現
在
の
出
生
数
は
60
人
前
後
を
推

移
し
て
い
る
が
、
小
学
校
入
学
時
に

は
、
児
童
数
は
80
人
前
後
ま
で
増
え

て
い
く
。
若
い
世
代
も
賃
貸
住
宅
か

ら
持
家
を
検
討
す
る
時
代
に
な
っ
た

と
聞
い
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
宅

地
開
発
支
援
事
業
を
創
設
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　
住
宅
政
策
と
子
育
て
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
、
ネ
ウ
ボ
ラ
を
中
心
に
、
安

心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
を
整

え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

滝
山

町
長

先
の
６
月
議
会
で
５
年
ぶ
り

に
国
保
税
の
引
き
上
げ
を
賛

成
多
数
で
決
め
て
い
る
。
一
方
、
コ

ロ
ナ
禍
で
国
保
加
入
の
事
業
者
等
は

収
入
減
少
で
生
活
維
持
に
影
響
が
出

て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
保
税
の
値
上

げ
分
約
２
０
０
０
万
円
に
つ
い
て
は

コ
ロ
ナ
臨
時
交
付
金
を
充
て
、
今
年

度
は
実
質
据
え
置
き
と
し
て
い
る
。

　
今
年
度
の
国
保
会
計
は
、
県
へ
の

納
付
金
の
減
、
収
納
率
を
実
際
よ
り

低
く
見
て
い
る
こ
と
か
ら
黒
字
に
な

る
の
で
は
な
い
か
。
あ
ら
ゆ
る
方
法

を
取
っ
て
来
年
か
ら
国
保
税
を
上
げ

な
い
こ
と
を
求
め
る
。

　
国
保
世
帯
の
平
均
所
得
と
増
税
と

な
る
世
帯
数
、
県
へ
の
納
付
額
の
前

年
比
、
収
納
率
の
推
移
の
提
示
を
求

め
る
。

　
今
年
度
で
黒
字
が
出
た
場
合
は
、

据
え
置
く
こ
と
も
考
え
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
簡
単
に
決

着
つ
く
と
は
思
え
な
い
。
据
え
置
き

を
令
和
３
年
度
に
伸
ば
す
こ
と
も
考

え
て
い
る
か
。

国
保
世
帯
の
平
均
所
得
は
今
年
度
当

初
で
一
世
帯
当
た
り
１
０
０

万
４
３
３
円
、
増
税
世
帯
は
、

国
保
世
帯
１
４
１
３
世
帯
中
、
１
２

６
９
世
帯
の
予
定
。

　
県
へ
の
納
付
金
は
、
今
年
度
は
、

２
億
９
８
２
４
万
円
、
昨
年
度
は
３

億
１
２
５
６
万
円
で
、
前
年
比
95
・

４
％
と
な
っ
て
い
る
。
収
納
率
は
、

昨
年
度
は
96
・
６
％
（
今
年
度
は

93
％
）
。

　
２
０
０
０
万
円
く
ら
い
の
留
保
資

金
が
で
き
た
場
合
に
は
、
も
う
少
し

明
る
い
め
ど
が
つ
く
の
か
も
し
れ
な

い
。
状
況
を
見
極
め
な
が
ら
、
国
保

運
営
協
議
会
で
し
っ
か
り
協
議
し
た

い
。
税
方
式
を
４
方
式
か
ら
３
方
式

に
か
え
る
と
い
う
課
題
も
あ
る
。
町

民
の
皆
様
と
こ
の
問
題
に
つ
い
て
話

し
合
う
機
会
を
作
っ
て
い
か
な
い
と

い
け
な
い
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。

国
民
健
康
保
険
税

真
壁
容
子 

議
員

Ｑ
来
年
度
も
据
え
置
き
延
長
を
求
め
る

Ａ
状
況
を
見
極
め
町
民
と
話
す
場
を
持
ち
た
い

町
長

真
壁

一
期
４
年
間
、
石
橋
を
叩
き

な
が
ら
、
安
全
運
転
で
町
政

に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
。
一
期
４
年

の
総
括
と
来
期
の
町
政
重
点
施
策
を

問
う
。

４
年
間
の
総
括
に
つ
い
て

は
、
政
治
は
結
果
責
任
で
あ

り
、
そ
の
評
価
を
す
る
の
は
町
民
の

皆
さ
ん
で
あ
る
。
改
め
て
４
年
間
を

振
り
返
り
、
総
括
し
、
来
期
の
町
政

展
望
を
申
し
上
げ
る
。

　
一
つ
目
は
、
国
・
県
の
支
援
を
い

た
だ
き
、
地
方
創
生
事
業
を
推
進

し
、
え
ん
処
米
や
等
、
４
施
設
が
活

動
し
た
。
今
後
は
光
ケ
ー
ブ
ル
網
の

整
備
を
急
ぐ
。

　
二
つ
目
は
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め

の
、
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
が
完
成
し

た
。
今
後
は
保
育
園
の
老
朽
化
に
伴

い
、
統
合
、
建
て
替
え
を
検
討
す

る
。

　
三
つ
目
は
百
歳
体
操
が
41
か
所
に

広
が
っ
た
。
今
後
は
60
か
所
ま
で
増

や
し
、
健
康
長
寿
の
町
を
作
る
。

　
四
つ
目
は
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な

く
す
総
合
計
画
に
着
手
し
た
。
ド

ロ
ー
ン
や
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
利
用
し
た
先
端

技
術
の
導
入
を
進
め
て
き
た
。
今
後

は
光
フ
ァ
イ
バ
ー
に
よ
る
情
報
基
盤

整
備
を
急
ぐ
。

　
五
つ
目
は
、
第
二
次
南
部
町
総
合

計
画
を
策
定
し
今
後
10
年
間
に
わ
た

る
町
政
の
基
本
計
画
を
策
定
し
た
。

本
格
的
な
人
口
減
少
を
見
据
え
な
が

ら
、
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
実
現

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

町
　政

細
田
元
教 

議
員

Ｑ
一
期
４
年
の
総
括
と
来
期
の
施
策
を
問
う

Ａ
評
価
を
す
る
の
は
町
民
の
皆
さ
ん
で
あ
る

町
長

細
田

町
長

町
長



　こ
の
「
な
ん
ぶ
議
会
だ
よ

り
」
が
、
皆
様
の
お
手
元
に
届

い
て
い
る
の
は
12
月
上
旬
に

な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。　10

月
に
町
議
会
議
員
選
挙
が

あ
り
ま
し
た
。
議
長
、
副
議
長

以
下
、
広
報
常
任
委
員
会
の
メ

ン
バ
ー
も
刷
新
と
な
り
ま
し

た
。　そ

し
て
、
今
回
の
議
会
報
の

作
成
が
新
し
い
メ
ン
バ
ー
で
の

初
仕
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　新
し
い
メ
ン
バ
ー
で
南
部
町

議
会
の
事
を
町
民
の
皆
様
広
く

伝
え
る
の
が
仕
事
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
加
藤
）

あ
と
が
き

広
報
常
任
委
員
会

　委
員
長

　
　加
藤

　
　学

　副
委
員
長

　
　荊
尾

　芳
之

　委

　員

　
　景
山
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南部町のキャッチコピー
「再活の町」の由縁の神社。

町議会広報

探検隊
NO.6

探
検
隊
、史
跡
を
初
訪
問

宮
司
さ
ん
か
ら「
高
校
で
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を
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て
い
ま
し
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」と
お
聞
き
し
て
、驚
き
ま
し
た
。  （
取
材
担
当
者
）

大国主命よみがえりの地

鳥取県・南部町

赤猪岩神社

山本 宮司

オオクニヌシの命を奪った「赤猪岩」が封印されているとの言い伝えです。

日本最古の歴史書「古事記」に由来
する神社です。近年ではパワースポッ
トとも言われ、取材当日も、色々な
方が訪れていました。又、松本薫著『日
南Ｘ』でも取り上げられています。

売　店南部町観光協会　0859-30-4822
問い合わせ


